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１．園の教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

２．評価項目の達成及び取り組み状況 

評価項目 取り組み内容 取り組み状況 

教職員研修 学園研修会の継続 学園研修会で講話をしてくださった北浦教授（福祉大学）を

招いて、身近にある草や葉っぱを使って遊ぶこと、子どもの

注意をひく絵本の読み聞かせを教えていただき、保育中に実

施した。年長児は直接に北浦教授から指導を受けられてよか

った。来年度も継続できたらいい。 

 教育課程の確認と改

善 

新型コロナウイルス感染防止対策として変更せざるを得な

った教育課程を見直し、衛生の面を重んじながら、充実した

園生活及び行事の実施を目指して、教育課程を修正して、改

善した。 

 職務分担の実証 年度の始めにそれぞれの教職員に当てる職務分担の実施、成

果、残りの課題を確認して、来年度の継続及び新課題を職員

会議にて検討した。 

小学校と連携 賢明学院と連携を強

化 

同じカトリック系の賢明学院と連携になって、賢明学院の小

学校に年長児を連れて、見学及び授業体験をさせた。園児は

興味が深々で有意義な体験ができた。少し遠いところだが、

連携になっているため、入学しやすくなっており、これから

も説明会など案内を在園児に配る予定である。 

安全 緊急対応の研究 AED を再購入したことをきっかけにして緊急対応の指導を

していただいた。 

 避難訓練の仕方を改

善する 

安全管理の職務を担った先生の案に基づいて、様々な状況を

想定して避難訓練の仕方を改善した。園児が登場しているバ

スが事故にあった場合、あるいは津波警報になった場合のマ

ニュアル作成、運動場で遊んでいる時の見守りの再確認をし

た。 

設備 グラウンドの砂を入

れ替え 

長年、運動場に白線を使った結果として、乾燥した時期に風

が吹くと白線の粉が舞い上がりを防ぐため、運動場の中央の

砂を入れ替えた。 

 

本園が最も大切にしているのは、キリスト教の精神に基づいた心の教育、即ち 真 善 美 を尊び

愛するということです。幼児期が生涯にわたる人間形成の基礎を培う時期であることを認識の上に、子

供の心に内面的な暖かさ、正しさ、美しさを植えつける教育に力をつくしたいと考えています。 

  幼児が現代の社会生活に適応し、幸せに生きる能力の基礎を身につけるに留まらず、将来隣人と共

に生きる国際社会の形式に寄与する人間としての姿勢をも身につけ、環境を通して教育することに努

めます。 



 ホームクラスのイン

ターホン 

ホームクラスのお迎えの際、ピンポンを鳴らしていただいた

ら、入り口まで行かないで部屋から開錠できるインターホン

を設置した。 

 いちご組の環境を再

考 

いちご組に当てている部屋は事務所の隣で、便利だが、絶え

ず人が前を通ることによって集中が崩れやすいことを考慮

し、裏の人工芝に直接出られる廊下の奥の部屋に変更した。 

 空いている教室の活

用 

クラスの数が減ったことによって 2 階に空いている教室が

ある。グループに分けて練習するとき以外、使われていなか

ったが、本年度課外教室として使い、園児は門から出て隣の

教会に移動せずに課外教室に預かることができた。 

ICT強化 書類などのため PC

を活用 

指導要録、ホームクラスの参加名簿を PCで作成して、園だ

よりなど保護者への連絡はスマートフォンで随時確認でき

るよう、保護者用のホームページに載せて、園内活動の動画

をアプリ（てのりの）で保護者に提供し、連絡アプリ(スクリ

レ)を活用した。 

 SNSの活用 SNS の代表的なものであるインスタグラムを開始しようと

思って、プロフィルを獲得したが、プライバシーの保護の視

点から考えたら、躊躇してしまい、スタートしていない。す

でに実施している他の園の実績を見て、再度検討する予定で

ある。 

音楽指導 楽器に触れる機会を

低年齢から始める 

楽器に触れる機会を低年齢(年少)から始めるつもりだった

が、中々できなかった。コロナ過でピアニカをやめて、電子

キーボードを購入したが、全員分ではないので、クラスの順

番、出したり片づけたりする際の不便さがあり、実施できな

かった。来年度、発表の場を設け、そして小学校でピアニカ

を再び導入していることを確認ができたら、年少の時からそ

れぞれのピアニカをもたせ、また、打楽器などを使い、リズ

ム遊びを低年齢から始めることを目指している。 

体力づくり 暑さ対策しながら運

動力を高める 

暑さ対策しながら運動力を高めるため、学年別の試みがあっ

た。年長は特にマラソンを実施し、年中は縄跳びに力を入れ、

年少は縄跳びとを使い始め、裏の人工芝で頻繁に出て走り回

り、いちごぐみも、年少と時間をずらして裏の人工芝で思い

切って遊んだ。 

保護者と連携 「てのりの」の配信

回数を増やす  

上述したように動画配布用のアプリ「てのりの」の配信回数

を増やした。日本語が難しい外国人の保護者向けに園だより

などの連絡を英語に訳して、ホームページに載せたり、印刷

物として手渡ししたりした。  

 

 



３．園関係者の評価 

 

 
安全の項目では記載内容以外に駐車場に新しくフェンスを付けてくださってより安全になりまし

た。賢明学院の授業体験は子どもが喜んでいたので今後も続けていただければと思います 

R6年度母の会 

 


